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方法では約 30%しか回収されない。また、酸性化のための試薬や pH そして沈殿生成時の
pH などの最適化もされていない状況であった。本手法では試薬および pH、温度条件を変
えた 21 種類の方法を行うことで、最適条件を求めた。その結果、塩酸あるいは硝酸で pH 1
以下にした後 80度で数時間攪拌、その後アンモニウム溶液で pH 8に調製することで安定
して 80-90%の U を海水から回収することができた。さらに、還元剤であるピロ亜硫酸カ
リウムを 1 g/kg(海水)加えることで、これらのステップを経ることなしに同様の化学収率で














 開発した方法を実際に太平洋から深度ごとに採取した 170 試料に適用し、U-236/U-238














海流による移流での U-236 の再分布が示唆された。堆積物中の U-236 も併せて分析した結
果、堆積物から U-236 は見いだされたものの水柱の U-236 インベントリーと比較して約
1/1000 であったことから、U-236 は海水中の浮遊懸濁物質などでは除去されず、海水中に
安定に溶存していることが明らかになり、海水循環のトレーサーとしても有用であること
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